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空
艦
隊
司
令
部
を
つ
く
り
、
そ
の
航
空
隊
に
所
属
す
る
飛

行
練
習
生
の
中
で
飛
練
教
程
を
終
わ
り
、
次
に
実
用
機
教

程
に
進
む
練
習
生
を
選
ん
で
中
練
特
攻
隊
員
と
し
て
、
敵

の
上
陸
に
備
え
各
地
の
飛
練
航
空
隊
で
編
成
と
訓
練
を
始

め
た
と
い
う
の
が
上
層
部
の
意
図
と
考
え
ら
れ
た
の
も
で

あ
る
。 

執
筆
者
は
昭
和
二
年
七
月
、
東
京
都
渋
谷
区
下
渋
谷
生

ま
れ 

神
奈
川
県
立
商
工
実
習
卒
業
の
昭
和
十
八
年
十
月

一
日
、
愛
媛
県
松
山
海
軍
航
空
隊
に
第
十
三
期
甲
種
飛
行

予
科
練
習
生
と
し
て
受
験
合
格
し
入
隊
す
。 

満
十
六
才
。 

十
九
年
五
月
、
予
科
練
習
生
教
程
を
卒
業
し
、
台
湾
虎
尾

海
軍
航
空
隊
台
中
分
遺
隊
に
第
三
十
八
期
飛
行
予
科
練
習

生
と
し
て
転
勤
、
神
戸
港
よ
り
乗
船
、
十
六
日
～
二
十
五

日
に
基
隆
港
着
。
即
日
、
台
中
分
遺
隊
に
入
隊
。
第
三
十

八
期
飛
行
術
練
習
生
を
命
ぜ
ら
れ
訓
練
開
始
。 

昭
和
十
九
年
十
一
月
三
十
日
、
飛
行
術
練
習
機
教
程
を

修
業
す
。
こ
の
間
昭
和
十
九
年
十
月
、
台
湾
沖
航
空
戦
に

参
加
し
連
合
艦
隊
司
令
長
官
よ
り
部
隊
感
状
を
授
与
さ
れ

る
。 

し
か
し
練
習
教
程
を
終
了
し
実
施
部
隊
に
て
実
用
機

教
程
を
す
べ
き
実
用
機
（
ゼ
ロ
戦
、
紫
電
、
天
山
、
彗
星
）

等
す
べ
て
先
の
航
空
機
戦
で
消
失
し
て
し
ま
い
、
我
々
は

止
む
を
得
ず
練
習
機
で
空
戦
の
訓
練
を
し
て
い
る
時
、
内

地
の
諫
早
航
空
隊
に
転
勤
命
令
が
で
る
。 

昭
和
二
十
年
二
月
二
十
一
日
、
基
隆
港
乗
船
、
二
十
八

日
、
門
司
港
到
着
。
こ
の
時
第
一
及
び
第
三
船
団
は
基
隆

港
出
航
直
後
、
港
外
で
待
ち
伏
せ
の
米
潜
水
艦
五
隻
に
よ

っ
て
轟
沈
さ
せ
ら
れ
た
。
我
々
の
船
は
そ
の
爆
音
を
聞
き

な
が
ら
真
西
の
中
国
に
向
か
い
無
事
で
あ
っ
た
。 

諫
早
航
空
隊
入
隊
直
ち
に
飛
行
訓
練
を
し
て
、
慣
れ
た

ら
他
航
空
隊
に
て
実
用
機
に
て
練
習
し
、
最
後
に
は
特
攻

隊
と
し
て
鹿
屋
か
ら
沖
縄
の
激
戦
地
に
突
入
す
る
は
ず
が

全
員
発
疹
チ
フ
ス
に
罹
り
寝
込
ん
で
し
ま
い
、
二
カ
月
が

た
ち
東
京
航
空
隊
霞
が
浦
基
地
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
昭
和
二
十
年
六
月
三
日
、
入
隊
し
技
量
テ
ス
ト
飛
行

を
行
い
、
指
名
で
特
別
攻
撃
隊
と
し
て
連
日
夜
間
飛
行
の

訓
練
を
行
う
。 

昭
和
二
十
年
八
月
十
日
、
特
攻
隊
は
解
散
と
な
り
、
北
海
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道
千
歳
海
軍
航
空
隊
に
派
遣
を
申
し
渡
さ
れ
、
列
車
で
千

歳
空
に
移
動
し
、
そ
の
地
で
終
戦
を
迎
え
る
。 

戦
争
体
験
か
ら｢

命｣

を
考
え
る 

福
井
県 

 

矢 

部 
 

善 

昭 
 

 

 

 

プ
ロ
ロ
ー
グ 

六
十
年
前
に
戦
争
が
あ
っ
た
。
私
は
思
う
、
悲
惨
な
戦

争
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
『
愛
す
る
家
族
を
守
る

た
め
に
戦
争
す
る
』
そ
う
言
っ
て
た
く
さ
ん
の
人
が
死
ん

だ
。
で
も
た
っ
た
ひ
と
つ
の
命
は
何
に
も
代
え
ら
れ
な
い
。

自
分
が
死
ん
で
愛
す
る
家
族
を
守
れ
な
い
。
人
の
命
を
奪

っ
て
何
を
守
る
と
い
う
の
か
。
本
当
に
大
切
な
も
の
を
守

る
こ
と
は
戦
争
を
し
な
い
こ
と
だ
。 

 

一 

赤
紙
の
叫
び 

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
か
ら
二
十
年
に
私
の
地
区

（
鯖
江
市
旧
新
横
江
村
、
当
時
の
推
定
人
口
約
四
千
人
）

に
発
令
さ
れ
た
赤
紙
召
集
令
状
受
領
証
三
百
九
十
一
枚
が

私
の
手
元
に
あ
る
。
命
を
引
き
換
え
に
戦
場
へ
行
け
と
の

命
令
書
で
あ
る
。
肉
親
が
涙
を
隠
し
最
後
の
悲
し
い
思
い

が
残
る
、
色
あ
せ
た
赤
紙
。
う
ち
六
十
五
枚
に
は
「
戦
死
」
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の
符
号
が
送
付
し
て
あ
る
。
戦
場
は
中
国
、
ビ
ル
マ
、
南

海
の
孤
島
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
兵
士
の
遺
骨
は
帰
っ
て

い
な
い
。 

戦
後
の
記
録
に
よ
る
と
、
全
戦
死
者
二
百
五
十
万
人
の

主
力
は
餓
死
や
船
沈
没
、
そ
し
て
究
極
の
バ
ン
ザ
イ
玉
砕

だ
っ
た
と
聞
く
。 

軍
人
勅
論
、
戦
陣
訓
（
兵
士
の
心
得
）
に
は
こ
う
書
い

て
あ
る
。
『
忠
節
を
尽
す
を
本
分
と
し
義
は
山
岳
よ
り
重

く
、
死
は
鴻
毛
（
鳥
の
羽
毛
）
よ
り
軽
し
と
心
得
よ
』
『
生

き
て
虜
囚
の
辱
め
を
う
け
る
こ
と
な
か
る
べ
し
（
捕
虜
に

な
る
前
に
自
決
せ
よ
）
』
と
、
…
…
こ
の
戒
律
を
忠
実
に
守

り
つ
、
餓
死
、
自
爆
が
待
っ
て
い
た
天
皇
陛
下
か
ら
の
赤

紙
が
、
私
の
手
許
に
な
ぜ
あ
る
か
？ 

こ
れ
は
終
戦
直
後
、
国
の
命
令
で
軍
関
係
書
類
は
一
切

焼
却
せ
よ
と
の
指
令
が
官
公
機
関
に
出
さ
れ
た
が
、
当
時

の
役
場
の
兵
事
係
で
あ
っ
た
私
の
亡
父
が
「
尊
い
命
の
代

償
」
を
処
分
で
き
な
い
と
し
て
秘
か
に
保
管
し
て
い
た
現

物
で
あ
る
。 

こ
の
赤
紙
の
裏
面
に
は
「
出
発
ま
で
に
本
人
の
遺
髪
（
形

見
）
を
家
族
に
渡
す
べ
し
」
と
書
い
て
あ
る
。
あ
の
と
き

赤
紙
を
受
け
取
っ
た
妻
の
一
人
、
Ｓ
子
さ
ん
の
夫
は
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
で
戦
死
し
た
。
彼
女
の
述
懐
は
こ
う
だ
。 

昭
和
十
八
年
十
二
月
二
十
一
日
、
午
前
十
一
時
四
十
分
、

赤
紙
召
集
令
受
領
、
十
二
月
二
十
七
日
中
部
四
十
部
隊
に

入
隊
し
た
。
同
地
区
か
ら
の
五
人
が
全
員
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

で
戦
死
し
た
。
彼
女
は
出
発
の
前
夜
、
夫
は
そ
の
遺
髪
を

私
に
渡
そ
う
と
し
た
が
、
私
は
そ
れ
を
強
く
断
っ
た
ま
ま

涙
の
別
れ
と
な
っ
た
。
半
年
後
、
恐
れ
て
い
た
公
報
が
届

き
慟
哭
の
毎
日
が
始
ま
っ
た
。
年
老
い
た
夫
の
両
親
と
二

人
の
幼
児
、
田
畑
の
農
作
業
な
ど
苦
労
の
六
十
年
で
あ
っ

た
。 で

も
あ
の
時
「
遺
髪
」
を
受
け
取
っ
て
い
た
ら
私
は
挫

折
し
た
か
も
知
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
形
見
が
あ
れ
ば
、
そ

れ
を
手
に
し
時
に
は
胸
に
抱
き
、
空
し
い
愚
痴
で
涙
す
る

毎
日
が
続
い
た
で
あ
っ
た
ろ
う
。
で
も
「
夫
は
い
な
い
自

分
一
人
だ
」
と
自
ら
気
付
い
て
立
ち
直
れ
た
の
は
、
そ
れ

が
無
か
っ
た
か
ら
だ
…
と
。 

こ
れ
を
語
っ
て
く
れ
た
そ
の
人
は
一
昨
年
、
八
十
九
歳
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で
他
界
さ
れ
た
。
戦
後
六
十
年
、
こ
れ
ら
の
赤
紙
は
ず
い

ぶ
ん
色
あ
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
一
枚
一
枚
の
ど
れ
に
も

色
々
な
悲
愴
な
叫
び
声
が
聞
え
る
気
が
し
、
戦
争
は
ま
だ

終
わ
っ
て
い
な
い
。
ま
し
て
再
び
ま
た
新
し
い
赤
紙
が
発

行
さ
れ
る
よ
う
な
世
の
中
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
願
い

た
い
。 

 

二 

特
別
攻
撃
隊
員
と
な
り
て 

昭
和
十
七
年
六
月
、
開
戦
半
年
に
し
て
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー

海
戦
に
惨
敗
し
、
戦
局
が
暗
転
し
は
じ
め
た
翌
年
、
徴
兵

延
期
制
廃
止
に
伴
う
学
徒
動
員
令
が
施
行
さ
れ
、
多
数
の

大
学
専
門
校
生
徒
が
飛
行
予
備
学
生
（
第
十
三
期
生
）
に

入
隊
し
た
。 

ま
た
そ
の
こ
ろ
、
甲
種
飛
行
予
科
練
習
生
（
旧
中
学
卒

及
び
在
学
生
）
と
し
て
飛
行
兵
の
徴
募
が
中
学
校
や
村
役

場
で
推
進
さ
れ
た
。
当
時
、
村
役
場
の
兵
事
係
で
あ
っ
た

父
の
命
令
で
、
私
は
進
学
を
変
更
し
予
科
練
甲
飛
十
三
期

と
し
て
三
保
海
軍
航
空
隊
（
昭
和
十
八
年
十
月
第
一
期
生

千
百
人
）
に
入
隊
し
た
。 

基
礎
過
程
十
カ
月
を
終
え
、
操
縦
専
攻
三
十
九
期
（
峯

山
航
空
隊
）
と
し
て
練
習
機
で
搭
乗
訓
練
、
編
隊
飛
行
や

宙
返
り
等
を
マ
ス
タ
ー
し
単
独
飛
行
も
Ｏ
Ｋ
（
二
十
年
八

月
）、
次
の
実
用
機
課
程
へ
進
学
の
運
び
と
な
っ
て
い
た
。 

時
の
戦
局
は
米
軍
が
比
島
を
奪
回
し
沖
縄
に
迫
り
つ
つ

あ
り
、
連
日
、
神
風
攻
撃
隊
の
死
闘
が
繰
り
返
さ
れ
る
状

況
と
な
っ
て
い
た
。
我
々
予
科
練
生
と
ほ
と
ん
ど
同
時
期

に
入
隊
し
た
予
備
学
生
十
三
期
の
多
く
は
、
基
礎
教
育
を

短
期
で
終
了
し
、
既
に
実
戦
部
隊
と
し
て
特
攻
作
戦
に
参

加
し
て
い
た
。 

相
次
ぐ
飛
行
機
の
消
耗
戦
の
続
く
な
か
、
軍
部
は
遂
に

低
性
能
の
九
三
式
練
習
機
の
参
加
を
企
画
、
我
々
が
こ
の

作
戦
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
航
空
機
特

攻
の
最
終
段
階
と
し
て
、
そ
の
結
果
と
除
外
し
て
の
策
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

実
際
に
沖
縄
戦
で
台
湾
か
ら
出
撃
し
た
こ
の
特
攻
機

（
第
三
竜
虎
隊
）
七
機
が
戦
果
を
挙
げ
た
記
録
が
残
さ
れ

て
い
る
。
さ
て
我
々
練
習
課
程
を
卒
業
し
た
峯
山
航
空
隊

で
は
、
飛
行
機
を
改
造
（
爆
装
）
し
、
約
六
カ
月
の
特
攻

訓
練
を
重
ね
、
昭
和
二
十
年
三
月
ご
ろ
か
ら
順
次
鹿
屋
、
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の
符
号
が
送
付
し
て
あ
る
。
戦
場
は
中
国
、
ビ
ル
マ
、
南

海
の
孤
島
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
兵
士
の
遺
骨
は
帰
っ
て

い
な
い
。 

戦
後
の
記
録
に
よ
る
と
、
全
戦
死
者
二
百
五
十
万
人
の

主
力
は
餓
死
や
船
沈
没
、
そ
し
て
究
極
の
バ
ン
ザ
イ
玉
砕

だ
っ
た
と
聞
く
。 

軍
人
勅
論
、
戦
陣
訓
（
兵
士
の
心
得
）
に
は
こ
う
書
い

て
あ
る
。
『
忠
節
を
尽
す
を
本
分
と
し
義
は
山
岳
よ
り
重

く
、
死
は
鴻
毛
（
鳥
の
羽
毛
）
よ
り
軽
し
と
心
得
よ
』
『
生

き
て
虜
囚
の
辱
め
を
う
け
る
こ
と
な
か
る
べ
し
（
捕
虜
に

な
る
前
に
自
決
せ
よ
）
』
と
、
…
…
こ
の
戒
律
を
忠
実
に
守

り
つ
、
餓
死
、
自
爆
が
待
っ
て
い
た
天
皇
陛
下
か
ら
の
赤

紙
が
、
私
の
手
許
に
な
ぜ
あ
る
か
？ 

こ
れ
は
終
戦
直
後
、
国
の
命
令
で
軍
関
係
書
類
は
一
切

焼
却
せ
よ
と
の
指
令
が
官
公
機
関
に
出
さ
れ
た
が
、
当
時

の
役
場
の
兵
事
係
で
あ
っ
た
私
の
亡
父
が
「
尊
い
命
の
代

償
」
を
処
分
で
き
な
い
と
し
て
秘
か
に
保
管
し
て
い
た
現

物
で
あ
る
。 

こ
の
赤
紙
の
裏
面
に
は
「
出
発
ま
で
に
本
人
の
遺
髪
（
形

見
）
を
家
族
に
渡
す
べ
し
」
と
書
い
て
あ
る
。
あ
の
と
き

赤
紙
を
受
け
取
っ
た
妻
の
一
人
、
Ｓ
子
さ
ん
の
夫
は
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
で
戦
死
し
た
。
彼
女
の
述
懐
は
こ
う
だ
。 

昭
和
十
八
年
十
二
月
二
十
一
日
、
午
前
十
一
時
四
十
分
、

赤
紙
召
集
令
受
領
、
十
二
月
二
十
七
日
中
部
四
十
部
隊
に

入
隊
し
た
。
同
地
区
か
ら
の
五
人
が
全
員
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

で
戦
死
し
た
。
彼
女
は
出
発
の
前
夜
、
夫
は
そ
の
遺
髪
を

私
に
渡
そ
う
と
し
た
が
、
私
は
そ
れ
を
強
く
断
っ
た
ま
ま

涙
の
別
れ
と
な
っ
た
。
半
年
後
、
恐
れ
て
い
た
公
報
が
届

き
慟
哭
の
毎
日
が
始
ま
っ
た
。
年
老
い
た
夫
の
両
親
と
二

人
の
幼
児
、
田
畑
の
農
作
業
な
ど
苦
労
の
六
十
年
で
あ
っ

た
。 で

も
あ
の
時
「
遺
髪
」
を
受
け
取
っ
て
い
た
ら
私
は
挫

折
し
た
か
も
知
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
形
見
が
あ
れ
ば
、
そ

れ
を
手
に
し
時
に
は
胸
に
抱
き
、
空
し
い
愚
痴
で
涙
す
る

毎
日
が
続
い
た
で
あ
っ
た
ろ
う
。
で
も
「
夫
は
い
な
い
自

分
一
人
だ
」
と
自
ら
気
付
い
て
立
ち
直
れ
た
の
は
、
そ
れ

が
無
か
っ
た
か
ら
だ
…
と
。 

こ
れ
を
語
っ
て
く
れ
た
そ
の
人
は
一
昨
年
、
八
十
九
歳
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で
他
界
さ
れ
た
。
戦
後
六
十
年
、
こ
れ
ら
の
赤
紙
は
ず
い

ぶ
ん
色
あ
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
一
枚
一
枚
の
ど
れ
に
も

色
々
な
悲
愴
な
叫
び
声
が
聞
え
る
気
が
し
、
戦
争
は
ま
だ

終
わ
っ
て
い
な
い
。
ま
し
て
再
び
ま
た
新
し
い
赤
紙
が
発

行
さ
れ
る
よ
う
な
世
の
中
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
願
い

た
い
。 

 

二 

特
別
攻
撃
隊
員
と
な
り
て 

昭
和
十
七
年
六
月
、
開
戦
半
年
に
し
て
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー

海
戦
に
惨
敗
し
、
戦
局
が
暗
転
し
は
じ
め
た
翌
年
、
徴
兵

延
期
制
廃
止
に
伴
う
学
徒
動
員
令
が
施
行
さ
れ
、
多
数
の

大
学
専
門
校
生
徒
が
飛
行
予
備
学
生
（
第
十
三
期
生
）
に

入
隊
し
た
。 

ま
た
そ
の
こ
ろ
、
甲
種
飛
行
予
科
練
習
生
（
旧
中
学
卒

及
び
在
学
生
）
と
し
て
飛
行
兵
の
徴
募
が
中
学
校
や
村
役

場
で
推
進
さ
れ
た
。
当
時
、
村
役
場
の
兵
事
係
で
あ
っ
た

父
の
命
令
で
、
私
は
進
学
を
変
更
し
予
科
練
甲
飛
十
三
期

と
し
て
三
保
海
軍
航
空
隊
（
昭
和
十
八
年
十
月
第
一
期
生

千
百
人
）
に
入
隊
し
た
。 

基
礎
過
程
十
カ
月
を
終
え
、
操
縦
専
攻
三
十
九
期
（
峯

山
航
空
隊
）
と
し
て
練
習
機
で
搭
乗
訓
練
、
編
隊
飛
行
や

宙
返
り
等
を
マ
ス
タ
ー
し
単
独
飛
行
も
Ｏ
Ｋ
（
二
十
年
八

月
）、
次
の
実
用
機
課
程
へ
進
学
の
運
び
と
な
っ
て
い
た
。 

時
の
戦
局
は
米
軍
が
比
島
を
奪
回
し
沖
縄
に
迫
り
つ
つ

あ
り
、
連
日
、
神
風
攻
撃
隊
の
死
闘
が
繰
り
返
さ
れ
る
状

況
と
な
っ
て
い
た
。
我
々
予
科
練
生
と
ほ
と
ん
ど
同
時
期

に
入
隊
し
た
予
備
学
生
十
三
期
の
多
く
は
、
基
礎
教
育
を

短
期
で
終
了
し
、
既
に
実
戦
部
隊
と
し
て
特
攻
作
戦
に
参

加
し
て
い
た
。 

相
次
ぐ
飛
行
機
の
消
耗
戦
の
続
く
な
か
、
軍
部
は
遂
に

低
性
能
の
九
三
式
練
習
機
の
参
加
を
企
画
、
我
々
が
こ
の

作
戦
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
航
空
機
特

攻
の
最
終
段
階
と
し
て
、
そ
の
結
果
と
除
外
し
て
の
策
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

実
際
に
沖
縄
戦
で
台
湾
か
ら
出
撃
し
た
こ
の
特
攻
機

（
第
三
竜
虎
隊
）
七
機
が
戦
果
を
挙
げ
た
記
録
が
残
さ
れ

て
い
る
。
さ
て
我
々
練
習
課
程
を
卒
業
し
た
峯
山
航
空
隊

で
は
、
飛
行
機
を
改
造
（
爆
装
）
し
、
約
六
カ
月
の
特
攻

訓
練
を
重
ね
、
昭
和
二
十
年
三
月
ご
ろ
か
ら
順
次
鹿
屋
、
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岩
国
の
出
撃
基
地
へ
転
出
、
訓
練
を
続
け
な
が
ら
出
撃
体

制
を
整
え
る
段
階
と
な
っ
た
。 

私
は
山
形
県
神
町
基
地
に
転
出
を
命
ぜ
ら
れ
、
六
月
ご

ろ
よ
り
本
格
的
特
攻
体
制
を
整
備
待
機
中
終
戦
と
な
り
出

番
は
な
か
っ
た
。 

戦
後
の
記
録
に
よ
る
と
、
各
基
地
に
待
機
中
の
九
三
式

特
攻
機
は
推
定
約
二
千
機
あ
り
、
こ
れ
ら
は
本
土
上
陸
（
十

一
月
米
軍
計
画
）
に
水
際
作
戦
攻
撃
用
で
供
さ
れ
る
予
定

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

三 

訓
練
殉
職
は
「
散
華
」
か
「
陋
劣
の
死
」
か 

私
は
飛
行
経
験
は
回
数
二
百
回
、
時
間
数
約
百
時
間
だ

が
敵
と
の
実
戦
経
験
は
な
い
。
敵
機
の
基
地
攻
撃
で
は
ま

さ
に
九
死
に
一
生
は
何
度
と
な
く
体
験
し
た
が
速
成
の
特

攻
訓
練
、
夜
間
編
隊
、
計
器
飛
行
、
特
殊
飛
行
、
特
に
二

百
五
十
キ
ロ
爆
装
急
降
下
攻
撃
訓
練
は
ま
さ
に
死
と
紙
一

重
で
あ
っ
た
。 

訓
練
中
同
僚
の
事
故
死
は
何
度
か
み
て
い
る
う
ち
に
、

当
初
の
戦
慄
は
次
第
に
薄
れ
て
く
る
の
が
不
思
議
だ
っ
た
。

戦
後
我
々
峯
山
航
空
隊
員
の
戦
没
者
名
簿
に
よ
る
と
、
在

籍
隊
員
延
べ
二
百
五
十
人
中
、
先
輩
隊
員
も
含
め
戦
没
者

は
四
十
八
柱
、
う
ち
戦
死
は
二
十
二
人
、
殉
職
は
二
十
六

人
で
あ
る
。
つ
ま
り
戦
死
者
に
対
し
、
訓
練
事
故
の
割
合

が
多
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。 

理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
経
験
不
足
で
速
成
訓
練
、

燃
料
不
足
で
混
合
ガ
ソ
リ
ン
使
用
（
通
称
ア
号
燃
料
）
、
部

品
不
足
や
整
備
不
良
、
エ
ン
ジ
ン
不
調
な
ど
事
故
も
多
発

し
た
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
な
ん
と
不
効
率
な
「
兵
士
の
命
」

で
あ
り
「
人
間
の
死
」
で
あ
っ
た
の
か
、
本
当
に
心
が
痛

む
思
い
が
す
る
。 

「
鴻
毛
よ
り
軽
い
命
」
は
ま
さ
に
「
陋
劣

ろ
う
れ
つ

の
死
」
の
軌

道
上
に
あ
っ
た
の
だ
。 

 

四 

自
爆
死
の
観
念 

「
散
る
桜
」
に
対
し
我
々
は
残
り
桜
、
散
り
残
り
、
散

り
損
ね
、
散
り
逃
げ
…
…
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
死

ん
だ
先
輩
に
申
し
訳
な
い
が
私
は
運
よ
く
生
き
て
い
る
。 

も
し
…
予
科
練
に
二
カ
月
早
く
入
隊
し
て
い
た
ら
甲
飛

十
二
期
生
、
一
年
早
け
れ
ば
甲
十
一
期
生
、
年
齢
が
二
～

三
歳
上
で
予
備
学
生
に
入
隊
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
確
実
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に
レ
イ
テ
湾
か
沖
縄
戦
で
死
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。 

さ
ら
に
戦
争
が
長
引
い
て
い
た
ら
私
自
身
だ
け
で
な
く

日
本
国
民
の
膨
大
な
人
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

今
と
し
て
思
え
ば
「
愛
国
心
と
か
天
皇
陛
下
の
た
め
」
と

か
で
航
空
隊
志
願
し
た
の
で
は
な
い
。
憧
れ
の
零
戦
に
は

乗
れ
な
か
っ
た
が
、
と
に
か
く
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
大
空

を
飛
ん
だ
。 

そ
し
て
「
戦
争
」
を
知
り
、
そ
の
自
ら
の
立
場
を
理
解

し
た
が
、
命
の
認
識
は
特
攻
訓
練
を
通
じ
こ
の
爆
弾
と
一

心
同
体
と
な
っ
て
始
め
て
「
死
を
意
識
」
し
た
。
訓
練
中

父
の
顔
も
浮
ん
だ
が
、
父
は
息
子
の
死
は
承
知
の
こ
と
だ

し
「
死
ね
ば
よ
い
の
だ
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た

だ
突
っ
込
む
と
き
は
失
敗
す
る
と
苦
し
む
か
ら
、
一
瞬
で

砕
け
た
方
が
楽
だ
と
思
っ
た
。 

待
機
中
「
出
撃
命
令
」
は
な
る
べ
く
遅
い
方
が
よ
い
と

思
っ
た
が
、
自
分
の
「
命
日
」
を
い
つ
ま
で
も
待
つ
の
も

嫌
だ
と
も
思
っ
た
。
同
僚
と
死
に
つ
い
て
語
る
こ
と
も
な

く
「
死
ね
ば
よ
い
だ
け
」
と
考
え
、
遺
書
は
書
か
な
か
っ

た
。 

我
々
中
卒
の
予
科
練
少
年
兵
に
は
残
す
言
葉
が
な
か
っ

た
し
、
書
き
方
も
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
学
徒
出
身
の
残

し
た
遺
書
の
一
つ
に
次
の
も
の
が
あ
る
。 

 

今
日
の
努
め
何
ぞ 

 

戦
ふ
こ
と
な
り
！ 

明
日
の
努
め
何
ぞ 

 

勝
つ
こ
と
な
り
！ 

全
て
の
日
の
努
め
何
ぞ 

 

死
ぬ
こ
と
な
り
！ 

我
ら
が
黙
っ
て
死
ん
で
い
く
よ
う
に 

 

科
学
者
も
黙
っ
て
科
学
戦
線
に
死
ん
で
戴
き
た
い 

こ
の
時
始
め
て
日
本
は 

 

戦
争
に
勝
ち
得
る
だ
ろ
う
！ 

（
予
備
学
生
出
身 

 

海
軍
少
尉 

 

岡
部
平
一 

 
 
 
 

 

第
二
七
生
隊 

 

二
〇･

四･

一
戦
死
） 

 

学
生
出
身
者
の
中
に
は
、
理
性
的
に
戦
局
を
眺
め
、
劣

勢
な
戦
力
で
こ
の
戦
争
の
意
識
を
自
問
し
な
が
ら
散
っ
た

人
も
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。 

私
は
重
ね
て
「
愛
す
る
国
、
家
族
を
守
る
と
い
う
こ
と

は
戦
争
を
し
な
い
こ
と
か
ら
始
ま
る
！
」
と
叫
ぶ
者
で
あ

る
。 
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と
い
う
こ
と
だ
。 

私
は
重
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て
「
愛
す
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国
、
家
族
を
守
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と
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戦
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い
こ
と
か
ら
始
ま
る
！
」
と
叫
ぶ
者
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る
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【
解 

 

説
】 

体
験
記
筆
者
は
、
昭
和
十
八
年
当
時
、
旧
新
横
江
村
の

兵
事
係
で
あ
っ
た
父
の
勧
め
と
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
憧
れ
て

海
軍
航
空
隊
に
入
隊
し
た
。
そ
し
て
昭
和
十
八
年
十
月
、

美
保
航
空
隊
に
入
隊
、
十
カ
月
の
厳
し
い
基
礎
教
育
を
卒

業
し
て
昭
和
十
九
年
八
月
に
は
待
望
の
飛
行
訓
練
航
空
隊

へ
進
級
、
操
縦
専
攻
と
し
て
峰
山
海
軍
航
空
隊
に
転
出
、

初
め
て
「
赤
ト
ン
ボ
」
で
の
訓
練
を
開
始
し
た
。 

そ
し
て
戦
局
の
推
移
は
、
こ
の
「
赤
ト
ン
ボ
」
で
あ
る

九
三
式
練
習
機
に
ま
で
二
百
五
十
キ
ロ
の
爆
装
を
し
て
、

い
わ
ゆ
る
中
練
特
攻
隊
が
編
成
さ
れ
た
。 

特
別
攻
撃
隊
員
の
第
一
次
選
考
九
十
人
、
第
二
次
編
成

の
筆
者
達
三
十
人
は
神
町
航
空
基
地
へ
転
出
、
出
撃
の
た

め
の
訓
練
と
態
勢
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。 

特
攻
機
と
な
っ
た
中
練
と
は
複
葉
通
称
「
赤
ト
ン
ボ
」
、

エ
ン
ジ
ン
は
天
風
三
百
馬
力
、
巡
航
速
力
七
十
五
ノ
ッ
ト
、

自
重
一
ト
ン
、
最
大
積
載
重
量
五
百
キ
ロ
。
燃
料
は
最
大

三
百
三
十
リ
ッ
ト
ル
、
航
続
距
離
は
四
百
キ
ロ
程
度
。
安

定
性
の
あ
る
乗
り
や
す
い
飛
行
機
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
二

百
五
十
キ
ロ
の
爆
弾
を
積
む
の
で
あ
っ
た
。 

こ
れ
ら
の
航
空
隊
の
体
験
は
「
平
和
の
礎
」
第
十
五
巻

に
詳
し
く
、
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
特
攻
隊
と
い
う
死
を

見
つ
め
る
体
験
か
ら
「
命
の
尊
厳
を
守
り
、
非
戦
を
守
り
、

戦
争
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
現
世
を
伝
え
る
最
後
の

証
言
」
と
し
て
こ
の
体
験
記
を
記
し
て
い
る
。 

筆
者
は
戦
後
会
社
勤
め
の
定
年
を
迎
え
、
か
っ
て
の
米

国
や
日
本
の
戦
闘
機
な
ど
の
模
型
を
作
り
、
す
で
に
三
十

機
を
作
っ
て
い
る
。
命
の
大
切
さ
と
は
、
米
国
の
戦
闘
機

は
搭
乗
員
を
守
る
た
め
に
防
御
装
置
を
備
え
て
い
る
が
、

日
本
の
戦
闘
機
は
人
命
を
軽
ん
じ
て
、
こ
の
よ
う
な
装
備

が
全
く
な
い
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。 

筆
者
は
、
現
在
も
戦
争
体
験
を
語
る
た
め
に
、
こ
の
戦

闘
機
な
ど
の
自
作
模
型
を
持
っ
て
、
小
学
校
や
老
人
会
集

会
な
ど
で
語
り
継
い
で
い
る
。 

筆
者
の
父
は
七
十
三
歳
で
他
界
さ
れ
た
。
役
場
の
兵
事

係
を
勤
め
ら
れ
た
。
後
年
父
の
年
忌
日
に
、
仏
壇
の
奥
か

ら
多
数
の
「
赤
紙
」
受
領
証
三
百
九
十
一
枚
を
発
見
さ
れ
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た
と
い
う
。 

昭
和
十
二
年
か
ら
太
平
洋
戦
争
末
期
ま
で
の
九
年
間
、

六
十
五
人
の
戦
死
者
を
含
め
、
地
元
新
横
江
地
区
の
赤
紙

の
全
数
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
が
敗
戦
の
と
き
役
場
に
は

軍
関
係
書
類
は
す
べ
て
焼
却
指
令
が
出
さ
れ
た
が
、
当
時

役
場
の
兵
事
係
で
あ
っ
た
父
は
、
自
分
が
取
り
扱
っ
た
こ

れ
ら
赤
紙
は
、
皆
尊
い
「
命
の
代
償
」
で
あ
り
、
と
て
も

焼
却
処
分
は
で
き
な
い
と
し
て
密
か
に
持
ち
帰
っ
た
も
の

と
判
明
し
た
と
い
う
。 

特
攻
隊
員
を
体
験
し
た
筆
者
、「
命
の
代
償
」
と
し
て
密

か
に
保
存
さ
れ
た
父
の
思
い
も
含
め
、
こ
れ
ら
が
筆
者
に
、

こ
の
体
験
記
「
戦
争
体
験
か
ら
『
命
』
を
考
え
る
」
を
記

さ
れ
た
力
で
あ
っ
た
と
思
う
。 

前
回
の
記
録
に
書
か
か
れ
た
結
び
の
言
葉
を
、
後
世
の

た
め
再
録
し
て
お
こ
う
。 

『
今
私
は
生
き
て
い
る
。
手
許
に
、
あ
の
時
着
用
し
た
飛

行
服
と
飛
行
手
帳
、
そ
れ
に
父
が
出
撃
用
に
と
贈
っ
て
く

れ
た
軍
刀
が
あ
る
。
将
来
、
こ
れ
を
ど
う
す
る
か
、
後
世

の
人
が
考
え
れ
ば
よ
い
。
再
び
過
ち
を
起
こ
さ
な
い
た
め

に
、
こ
の
「
過
去
の
遺
物
」
が
警
鐘
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
』。 

 



 

170 

 

【
解 

 

説
】 

体
験
記
筆
者
は
、
昭
和
十
八
年
当
時
、
旧
新
横
江
村
の

兵
事
係
で
あ
っ
た
父
の
勧
め
と
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
憧
れ
て

海
軍
航
空
隊
に
入
隊
し
た
。
そ
し
て
昭
和
十
八
年
十
月
、

美
保
航
空
隊
に
入
隊
、
十
カ
月
の
厳
し
い
基
礎
教
育
を
卒

業
し
て
昭
和
十
九
年
八
月
に
は
待
望
の
飛
行
訓
練
航
空
隊

へ
進
級
、
操
縦
専
攻
と
し
て
峰
山
海
軍
航
空
隊
に
転
出
、

初
め
て
「
赤
ト
ン
ボ
」
で
の
訓
練
を
開
始
し
た
。 

そ
し
て
戦
局
の
推
移
は
、
こ
の
「
赤
ト
ン
ボ
」
で
あ
る

九
三
式
練
習
機
に
ま
で
二
百
五
十
キ
ロ
の
爆
装
を
し
て
、

い
わ
ゆ
る
中
練
特
攻
隊
が
編
成
さ
れ
た
。 

特
別
攻
撃
隊
員
の
第
一
次
選
考
九
十
人
、
第
二
次
編
成

の
筆
者
達
三
十
人
は
神
町
航
空
基
地
へ
転
出
、
出
撃
の
た

め
の
訓
練
と
態
勢
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。 

特
攻
機
と
な
っ
た
中
練
と
は
複
葉
通
称
「
赤
ト
ン
ボ
」
、

エ
ン
ジ
ン
は
天
風
三
百
馬
力
、
巡
航
速
力
七
十
五
ノ
ッ
ト
、

自
重
一
ト
ン
、
最
大
積
載
重
量
五
百
キ
ロ
。
燃
料
は
最
大

三
百
三
十
リ
ッ
ト
ル
、
航
続
距
離
は
四
百
キ
ロ
程
度
。
安

定
性
の
あ
る
乗
り
や
す
い
飛
行
機
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
二

百
五
十
キ
ロ
の
爆
弾
を
積
む
の
で
あ
っ
た
。 

こ
れ
ら
の
航
空
隊
の
体
験
は
「
平
和
の
礎
」
第
十
五
巻

に
詳
し
く
、
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
特
攻
隊
と
い
う
死
を

見
つ
め
る
体
験
か
ら
「
命
の
尊
厳
を
守
り
、
非
戦
を
守
り
、

戦
争
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
現
世
を
伝
え
る
最
後
の

証
言
」
と
し
て
こ
の
体
験
記
を
記
し
て
い
る
。 

筆
者
は
戦
後
会
社
勤
め
の
定
年
を
迎
え
、
か
っ
て
の
米

国
や
日
本
の
戦
闘
機
な
ど
の
模
型
を
作
り
、
す
で
に
三
十

機
を
作
っ
て
い
る
。
命
の
大
切
さ
と
は
、
米
国
の
戦
闘
機

は
搭
乗
員
を
守
る
た
め
に
防
御
装
置
を
備
え
て
い
る
が
、

日
本
の
戦
闘
機
は
人
命
を
軽
ん
じ
て
、
こ
の
よ
う
な
装
備

が
全
く
な
い
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。 

筆
者
は
、
現
在
も
戦
争
体
験
を
語
る
た
め
に
、
こ
の
戦

闘
機
な
ど
の
自
作
模
型
を
持
っ
て
、
小
学
校
や
老
人
会
集

会
な
ど
で
語
り
継
い
で
い
る
。 

筆
者
の
父
は
七
十
三
歳
で
他
界
さ
れ
た
。
役
場
の
兵
事

係
を
勤
め
ら
れ
た
。
後
年
父
の
年
忌
日
に
、
仏
壇
の
奥
か

ら
多
数
の
「
赤
紙
」
受
領
証
三
百
九
十
一
枚
を
発
見
さ
れ

 

171 

た
と
い
う
。 

昭
和
十
二
年
か
ら
太
平
洋
戦
争
末
期
ま
で
の
九
年
間
、

六
十
五
人
の
戦
死
者
を
含
め
、
地
元
新
横
江
地
区
の
赤
紙

の
全
数
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
が
敗
戦
の
と
き
役
場
に
は

軍
関
係
書
類
は
す
べ
て
焼
却
指
令
が
出
さ
れ
た
が
、
当
時

役
場
の
兵
事
係
で
あ
っ
た
父
は
、
自
分
が
取
り
扱
っ
た
こ

れ
ら
赤
紙
は
、
皆
尊
い
「
命
の
代
償
」
で
あ
り
、
と
て
も

焼
却
処
分
は
で
き
な
い
と
し
て
密
か
に
持
ち
帰
っ
た
も
の

と
判
明
し
た
と
い
う
。 

特
攻
隊
員
を
体
験
し
た
筆
者
、「
命
の
代
償
」
と
し
て
密

か
に
保
存
さ
れ
た
父
の
思
い
も
含
め
、
こ
れ
ら
が
筆
者
に
、

こ
の
体
験
記
「
戦
争
体
験
か
ら
『
命
』
を
考
え
る
」
を
記

さ
れ
た
力
で
あ
っ
た
と
思
う
。 

前
回
の
記
録
に
書
か
か
れ
た
結
び
の
言
葉
を
、
後
世
の

た
め
再
録
し
て
お
こ
う
。 

『
今
私
は
生
き
て
い
る
。
手
許
に
、
あ
の
時
着
用
し
た
飛

行
服
と
飛
行
手
帳
、
そ
れ
に
父
が
出
撃
用
に
と
贈
っ
て
く

れ
た
軍
刀
が
あ
る
。
将
来
、
こ
れ
を
ど
う
す
る
か
、
後
世

の
人
が
考
え
れ
ば
よ
い
。
再
び
過
ち
を
起
こ
さ
な
い
た
め

に
、
こ
の
「
過
去
の
遺
物
」
が
警
鐘
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
』。 

 




